
2020年度「航空分野におけるCO2削減取組に関する調査検討委員会」
及び「燃料小委員会」の委員構成

A

国際航空分野の
気候変動対策の
検討（CAEP, 
LTAG-TG）

運輸総合研究所における調査研究の概要（航空分野の気候変動対策）
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◼短中期的な視点（～2035年） ◼長期的な視点（～2050年）

ICAOにおける目標
✓ 2020年以降総排出量を増加させない

ICAOにおける目標
✓ LTAG（Long-Term Aspiratio

-nal Goal）として検討中
⇒SAFの活用による削減ポテンシャルが特に大きい

⇒SAFの国内での普及にあたってのサプライチェー
ンの各フェーズにおける課題を抽出した。更に、
国産SAFについては、CORSIA上の適格燃料とし
て認められるための課題も存在する。
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⇒SAFの活用の他、水素航空機等
新技術の導入等も期待される

⇒我が国としての対策の検討に資
するよう、諸外国等の情報を収
集するとともに、航空業界によ
り策定された長期目標のシナリ
オの分析を実施した。

（参考）右図はATAG Waypoint 2050（2020年9月）
で示された2060年までのシナリオ。青が技術、
橙が運航方式、緑がSAF及びオフセットによる削減を表す。

出典：
https://aviationbenefits.org/m
edia/167187/w2050_full.pdf
（2021年1月21日閲覧）


